
事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 小中学校総合学力調査事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 吉永　恵
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 01 確かな学力の育成

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 130 84 147

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ○現状 ●縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
児童生徒の学力・学習状況を客観的に把握し、その結果を基に指導法の改善等に生かし、よ
り効果的に学力向上を図りたい。

事業の概要
・小：国・算・学習意欲と生活様式の調査　
・中：国・数・学習意欲と生活様式の調査

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
調査結果を分析し授業改善等に生か
している学校の割合

％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

国の学力学習状況調査結果のリーフレットを作成し、教育施策及び学校・学級・教科指導の
計画に生かすことができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 学校ICT管理事業 事業開始年度 令和 2年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 笹沼　修作
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 02 ICT教育の実践

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 142,017 126,321 116,413 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
児童・生徒の情報活用能力の育成、校務のICT化による教職員の負担軽減。
GIGAスクール構想の実現。

事業の概要
学校において校務、学習等に使用するICT機器・ソフトウェアの管理を行う。
国のGIGAスクール構想を推進する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動
教育用コンピュータ1台当たりの児
童生徒数

台 1 1 1 1

活動 普通教室の無線LAN整備率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

学習者用PCの修繕及び追加購入をおこない、一人一台の学習者用PC環境を適切に管理するこ
とができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 地域の獣医師との連携を図った体験活動推進事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 田代　浩貴
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 03 豊かな心の育成

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 0 0 0

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　○多少は達成した　●達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　○現状どおり継続　●廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ○現状 ●縮小 業務量 ○拡大 ○現状 ●縮小

総合計画体系

事業の目的
ふれあい教室を実施することにより、児童の小動物への関心を高め、飼育についての正しい
知識を備えさせる。

事業の概要
生命尊重の涵養等、児童の道徳性を高めること、また学校と地域獣医師とのネットワークを
確立し、学校飼育動物について学校が相談できる体制をつくる。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動
ふれあい教室参加児童数（２年生で
実施）

人 0 0 0 -

達成度の
評価と説明 説明

新型コロナウイルス感染症拡大により、ふれあい教室は中止したため。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 スクールカウンセラー活用事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 根本　広昭
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 03 豊かな心の育成

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 10,996 12,264 12,287 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
児童生徒が安定した学校生活を送れるよう、悩みがある児童生徒・保護者のカウンセリング
を実施する。

事業の概要
市費で小中学校8校に４人のスクールカウンセラーを派遣するほか、臨床心理士、スクール
ソーシャルワーカーによる相談等を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 市費スクールカウンセラー派遣時間 回 952 1,092 1000 1000

達成度の
評価と説明 説明

特に配慮が必要な児童生徒が安定した学校生活を送れるようにすることができた。
また、悩みがある保護者のカウンセリングを実施した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 適応支援教室運営事業 事業開始年度 平成22年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 根本　広昭
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 03 豊かな心の育成

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 8,578 8,759 9,223 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
不登校児童生徒等が、将来の社会的な自立に向けてエネルギーを養うことができる。

事業の概要
教室に教育相談員を配置し、個に応じた支援を行うことにより心を安定させる。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 適応指導教室通級児童生徒数 人 20 19 25 20

達成度の
評価と説明 説明

不登校児童生徒等が、将来の社会的な自立に向けてエネルギーを養うことができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 給食センター管理運営事業 事業開始年度 平成27年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 羽吉宏子
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 45,222 53,497 53,133 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
安心・安全でおいしい栄養バランスのとれた給食を供給する。

事業の概要
昭和43年度より喜連川地区小中学校給食を開始、平成12年度に現施設に更新しており所長、
栄養教諭『県職』、調理師、会計年度任用職員（調理員･配送員）で、管理運営。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 給食に関する事故等件数　０件 ％

達成度の
評価と説明 説明

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 小学校施設補修整備事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 笹沼　修作
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 27,170 30,847 23,875 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
小学校施設及び設備を、指導上、保健衛生上、安全上及び管理上適切な状態に維持する。

事業の概要
各小学校施設及び設備の補修や整備。
現地調査・ヒアリングを行い、緊急度や重要度に応じて実施。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 要望対応率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

当初計画に加え、学校からの要望に対し、即時対応を実施することができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 給食センター建設事業 事業開始年度 平成28年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 笹沼　修作
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 21,458 29,137 37,982 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
老朽化した氏家地区小・中学校の自校式調理場を現行の基準にあった学校給食センターを建
設することで、新設された給食センターから同時期に提供することができる。

事業の概要
老朽化した氏家地区の自校式給食調理場からセンター方式として学校給食センターを新設す
る。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 給食センター建設数 施設 0 0 0 0

達成度の
評価と説明 説明

事業方式の変更（PFIから従来方式）に即時対応し、基本・詳細設計の業務発注を行ったこ
とで整備スケジュールを大きく変更することなく業務を進めることができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 学校給食管理事業 事業開始年度 平成30年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 國廣　梢
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 120,317 117,751 119,583 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
調理員の確保、厨房機器の管理、什器の購入、給食施設の整備、清掃等を適正に行い、安
全・安心な学校給食を安定的に児童・生徒及び教職員に提供すること。

事業の概要
調理業務委託、厨房機器や給食の用に供する備品、消耗品等の購入、給食施設の整備点検、
清掃、調理員に対する細菌検査等を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果
事故等により給食が提供できなかっ
た日数（小学校）　

％ 0 0 0 0

成果
事故等により給食が提供できなかっ
た日数（中学校）　

％ 0 0 0 0

達成度の
評価と説明 説明

事故等により給食が提供できなかった日がなかったため。　　　　　　　　　　　　　　　
近頃の食材費の高騰にもかかわらず、栄養教諭等が限られた予算の中で工夫を凝らした献立
を作成し、調理員についても適切に業務を行ったため、全ての日において給食を提供するこ

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 中学校施設補修整備事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 笹沼修作
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 10,917 10,853 32,090 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
中学校施設及び設備を、指導上、保健衛生上、安全上及び管理上適切な状態に維持する。

事業の概要
各中学校施設及び設備の補修や整備。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 要望対応率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

当初計画に加え、学校からの要望に対し即時対応を実施することができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 小学校施設長寿命化改良事業 事業開始年度 平成29年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 笹沼修作
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 374,766 467,259 104,350 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
財政負担が膨れる恐れがあるため、学校施設の老朽化対策、教育環境の質的改善、環境対策
を併せて実施し、財政支出の削減と平準化を図る。

事業の概要
さくら市学校施設長寿命化計画を基に非構造部材老朽化調査、外壁調査等を行い各施設の予
防保全、再生整備を行う。学校施設長寿命化改良工事を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 長寿命化改修率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

年次計画に基づき事業を実施した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 中学校施設長寿命化改良事業 事業開始年度 平成29年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 笹沼修作
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 06 安全・安心な教育環境の実現

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 237 0 15,993 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
財政負担が膨れる恐れがあるため、学校施設の老朽化対策、教育環境の質的改善、環境対策
を併せて実施し、財政支出の削減と平準化を図る。

事業の概要
さくら市学校施設長寿命化計画を基に非構造部材老朽化調査、外壁調査等を行い各施設の予
防保全・再生整備を行う。学校施設長寿命化改良工事を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 長寿命化改修率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

年次計画に基づき事業を実施した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 外国語教育推進事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 吉永　恵
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 07 英語教育の充実

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 34,213 36,294 36,527 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
英語を母国語とする外国人を活用することにより、言葉と体験をとおしたコミュニケーショ
ン能力と英語運用能力を向上させたい。

事業の概要
小学校・中学校・公立保育園に英語指導助手・英語活動支援員を派遣する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動
小学校における児童一人あたりの授
業実施数

時間 39 39 39 39

活動
中学校における生徒一人あたりの授
業実施数

時間 70 70 70 70

達成度の
評価と説明 説明

小学校・中学校に英語指導助手（ＡＬＴ）、小学校に英語活動支援員を派遣し、授業を実施
した。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 市立中学校国際交流事業 事業開始年度 平成17年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 田代　浩貴
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 07 英語教育の充実

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 3,018 1,692 6,000 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ○達成、概ね達成した　●多少は達成した　○達成できず

判定 ●数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ○現状 ●縮小 業務量 ○拡大 ○現状 ●縮小

総合計画体系

事業の目的
生徒の国際的視野の拡大を図る
外国人と直接対話する経験を通じて、語学への関心を高める

事業の概要
中学生徒から派遣団員を選考し、現地学校との交流やホームステイを行なう。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 事業参加生徒数 人 0 13 30 30

達成度の
評価と説明 説明

コロナ禍により海外派遣が実施できないため、代替としてイングリッシュキャンプを実施。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 さくら市斎藤奨学金事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 竹田　正寿
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 7 7 273

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
経済的理由で進学を断念する子供が生じないよう、奨学金の貸付による財政支援を行うこと
で教育機会の増大を図ること。

事業の概要
奨学金の貸付希望者から貸付する者を決定する選考会を開催する。
選考会開催時の選考委員への報酬を支払う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 希望者に対する貸付率 ％ 100 100 100 100

達成度の
評価と説明 説明

奨学金貸付希望者の選考を行い、基準を満たした者に対して貸付を行った。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 小中学校特別活動補助事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 竹田　正寿
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 11,911 11,622 11,238 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
体育部・文化部の活動に対して財政的支援を行うことにより、これらの活動に参加する機会
の増大、学習効果の発現を図り、もって児童・生徒の心身の健全な発達を促すこと。

事業の概要
市立小中学校での児童・生徒の体育部・文化部の活動を通し、各自の体力・情操の発達及び
充実を図るための活動に対して補助を行う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 児童一人当たりの補助金額 円 1,260 1,100 1,100 1,100 

成果 生徒一人当たりの補助金額 円 6,231 7,073 7,073 7,073 

達成度の
評価と説明 説明

市立小中学校での児童・生徒の体育部・文化部の活動を通し、各自の体力・情操の発達及び
充実を図るための活動に対して適切に補助を行うことができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 コミュニティ・スクール活用事業 事業開始年度 平成30年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 根本　広昭
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 455 448 870

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　○現状どおり継続　●廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
保護者や地域が学校の様々な課題解決に参画し、それぞれの立場で主体的に子供たちの成長
を支えていく。

事業の概要
保護者や地域住民が学校運営に参画する学校運営協議会制度の導入により、地域の力を学校
運営に生かす地域とともにある学校づくりを推進する

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 コミュニティスクールの数 回 8 8 0 0

達成度の
評価と説明 説明

全校でコミュニティスクールが活用されている。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 さくら市給付型奨学金事業 事業開始年度 平成28年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 竹田　正寿
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 1,052 1,014 1,500 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　●余地はあるがまだ時間が必要　○余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ●見直し継続　○現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
経済的理由で進学を断念する子供が生じないよう、入学金の給付による財政支援を行うこと
で教育機会の増大を図ること。

事業の概要
奨学金の給付希望者から給付する者を決定する選考会を開催する。
選考会開催時の選考委員への報酬を支払う。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

成果 給付人数 人 5 4 5 5

人

達成度の
評価と説明 説明

５名の応募があり、４名に給付金を支給した（上限人数５名）。
※１名は収入が基準額を超えているため、該当しなかった。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 小学校教育振興事業 事業開始年度 平成30年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 小島　慎
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 14,228 14,313 15,247 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
学校生活、授業、行事等の中で多彩な活動を引き出し、児童の学習意欲を高める。

事業の概要
授業において、地域外部講師による書写及び各種指導を行う。
各種教育活動に必要な教材消耗品を整備する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

日常生活においても興味関心や気づ
きが増した児童数

人 2,570 2,506 2,461 2,500 

達成度の
評価と説明 説明

授業において、地域外部講師による書写及び各種指導を実施し、普段の生活における興味関
心や意欲が高まった。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 中学校教育振興事業 事業開始年度 平成30年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 小島　慎
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 9,416 9,400 10,369 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ○拡大 ●現状 ○縮小 業務量 ○拡大 ●現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
学校生活、授業、行事等の中で多彩な活動を引き出し、生徒の学習意欲を高める。

事業の概要
授業において、地域外部講師による書写及び各種指導を行う。
各種教育活動に必要な教材消耗品を整備する。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動
日常生活の中においても興味関心や
気づきが増した生徒数

人 1,284 1,270 1,250 1,250 

達成度の
評価と説明 説明

授業において、地域外部講師による書写及び各種指導を行い、生徒の学習意欲を高めること
ができた。

見直し余地



事務事業調書（通常評価事業　事後評価）
事務事業名 非常勤講師活用事業 事業開始年度 平成26年度
担当課 教育委員会　学校教育課 担当者 田代　汐里
■事業の執行計画【計画（Plan）】

政策 03 文化薫る心豊かな人材の育成
施策 03 確かな学力と健やかな心や体を育む学校教育
基本事業 99 総合事業

■事業実施結果【実施（Do）】
年度 3年度 4年度 5年度

実績/当初予算 実績 実績 当初
総事業費 122,879 136,721 146,878 

■前年度の事業分析【評価（Check）】
3年度 4年度 5年度 6年度
実績 実績 計画 計画

評価 ●達成、概ね達成した　○多少は達成した　○達成できず

判定 ○数年内に見直し可能　○余地はあるがまだ時間が必要　●余地なし
■将来方向性【改善（Action）】
事業の方向性 ○見直し継続　●現状どおり継続　○廃止・完了
資源方向性 予算額 ●拡大 ○現状 ○縮小 業務量 ●拡大 ○現状 ○縮小

総合計画体系

事業の目的
児童生徒の習熟度の向上及び学校生活の充足。
児童生徒の自ら学ぶ意欲の向上。

事業の概要
市会計年度任用職員の非常勤講師等、理科支援員、部活動指導員、外国語支援員を小中学校
に配置。そのほか、教員業務支援員等を配置。

事業費の推移

指標の推移

指標
区分

指標名称 単位

活動 非常勤講師配置校数 校 8 8 8 8

達成度の
評価と説明 説明

市内小中学校に市採用非常勤講師を配置し、子どもたちの豊かな学校生活のために、個に応
じた生活の支援を行い、児童生徒の習熟度の向上及び学校生活の充足に寄与した。
荒れた学校は無く、学力調査の結果でも県平均や全国平均を上回っている。

見直し余地


